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)表２　製図　立体を平面で表す方法　の教師用ルーブリック　例
	学習のねらい・目標
	・品物の形状を平面上に表す投影法について理解できる。
・品物の投影図をかくには、その品物の形をもっとも明りょうに表す面を正面図としてえがくことを理解できる。
・第三角法による投影法を理解できる。
・品物の形状によっては、一つまたは二つの投影図で表すことができることを理解できる。
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	知識

　技術
	製図に関する事象について、基本的な概念や基礎的な知識を理解し、読図・作図の技能を身につけている。
	・投影図をかくさい、品物の形を表すのに必要な図形について理解し、投影図の製作順序を習得している。
・第三角法による投影図のかき方を理解し、習得している。
	・品物の形を表すのに必要な図形について理解し、投影図を正しく配置し、かくことができる。
・正面図の選び方を理解し、立体図で示された複雑な形状の品物でも、第三角法で正しくかくことができる。
	・品物の形を表すのに必要な図形について理解し、投影図を正しく配置し、かくことができる。
・正面図の選び方を理解し、立体図で示された品物を第三角法で正しくかくことができる。
	・品物の形を表すのに必要な図形についておおむね理解し、投影図を配置し、かくことができる。
・正面図の選び方を理解し、立体図で示された簡単な形状の品物を第三角法でかくことができる。
	・品物の形を表すのに必要な図形についてよく理解できず、投影図の配置をまちがえる。
・正面図の選び方を理解できず、立体図の品物を第三角法で正しくかくことができない。

	

	思考

判断

表現
	製図に関する事象について、論理的に考えたり、分析したりして、総合的に判断できる。また、その過程や結果および考え方を的確に表現できる。
	・第三角法による投影法および正面図の選び方を論理的に考え、判断できる。
・製作に用いるためには、品物の形を表すのに必要なだけの図形があればよいことを、グループで考え、説明できる。
	・品物の形を最も明りょうに表す面がどこか、論理的に考え、判断できる。
・品物の形状により、一つまたは二つの投影図で表せることを、これまでの学習を振り返り、グループで考え、的確に説明できる。
	・品物の形を最もよく表す正面図の選び方を考え、説明できる。
・品物の形状によっては、一つまたは二つの投影図で表せることをグループで考え、説明できる。まちがえを指摘できる。

	・品物の形を最も明りょうに表す面がどこか考え、判断できる。
・品物の形状によっては、必ずしも三つの投影図が必要でないことを理解し、説明できる。
	・品物の形を最も明りょう表す面がどこか、正しく判断できない。
・製作にあたり、品物の形を表すのにどの図形が必要か判断できない。
	

	主体的に
学習に
取り組む態度
	製図に関する事象について関心をもち、主体的・協働的に取り組む態度を身につけようとする。

	・立体を平面で表す方法について関心をもち、自主的に学習に取り組むことがでる。
	・投影図に関心をもち、複雑な形状の品物の課題でも、積極的・自主的に取り組むことができる。

	・投影図に関心をもち、課題に積極的・自主的に取り組むことができる。

	・投影図に関心をもち、課題に自主的に取り組むことができる。
	・立体図形の把握ができず、学習が消極的である。

	

	指導を振り返って
	





